外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成30年9月6日（木）　　　司会・記録：慶長　孝太
	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	紫葉
	戸賀沢
	鳥谷部
	工藤
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
	年休
	○
	○
	業務
	○
	業務
	業務

	柴崎
	佐々木
	三國
	
	
	
	
	
	
	
	

	業務
	◯
	○
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・デイケア内での物のやり取りが多くなってきているため、ミーティング時に物のやり取りを禁止している理由やデイケア内でのルールを守ることについて、暫くの間注意していくこと。

・9/5（水）より、社会福祉士の船橋早紀さんが青陽館で2週間ほどローテ―研修します。
・経過記録作成、アップロードの締切は9/10(月)
・昨日のひので夕食弁当のおかずの中に輪ゴムが混入しており、ひのでに状況を伝え相手から謝罪されている。
・ノースネバーランドの弁当について、9/10（月）より、数十円の値上げとなる。値上げ後の金額はデイケアの掲示板に張り出している。今後数円単位での計算が必要となる為、金額に注意しながら対応すること。
＜研修案内＞
・第3回法人研修
9/6(木)ビデオ研修17:30～18:30　場所:メンタル4階　メモリアルホール

テーマ：｢医療・介護事故予防と事故時の対応について｣　講師:鈴木陽大　弁護士

・看護グループ内研修
9/7（金）17:15～17:45　場所:メンタルケア病棟3階　会議室
テーマ「救急対応」　講師：藤原SGM
・9/8（土）院内感染対策研修会　場所：はちふくプラザねじょう
・東北精神保健福祉学会　山形大会
「気づき、そして、つなぐ―多様化する医療・保健・福祉―」

9/30（日）9：20～16：30　場所：山形テルサ
プログラム・抄録集が青陽館2階相談室にあるので、興味がある人は確認すること。

＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～来所時、薬の空包や昼食後薬を忘れずに持参しており、空包が全て揃っていることを確認している。早朝の地震で眠れなかったと眠気を訴えているが、居眠りをすることなく、ウォーキング等の活動をしながら過ごしている。
・鈴木　知子　様～本日来所している。以前気になると話していた特定利用者様（根地戸恵様）に対し、上手く対応出来なかったら2階で休むことや、スタッフに相談すると話している。また、デイケアで時間中過ごせるか等の不安や緊張を訴えることがあり、スタッフから気になることは相談しながら実際の相手との交流では、問題なく対応できており、スタッフから評価を伝えている。
・曽我　泰庸　様～気分の高揚さが見られており、他利用者やスタッフに冗談めいた発言をすることや、レクダンス中に間違ったリズムで手を叩くことがある。また、スタッフから入浴場所を伝えているが、間違って女性が入浴している浴室に入っている。入浴していた相手とのトラブルはない。スタッフから振り返りを行うが、「そうだっけか」と話している。
・我満　奈津紀様～昨日は身体が怠くて休んでいたと話しており、1日眠ったら改善したと話している。また、今後のデイケア利用について、就労はまだ早い為、デイケアを週5回にしたいと希望。主治医にも相談してみるよう促している。
・平　京子　様　～来所時、デイケアを月、火、木曜日の週3回の利用にしたいと希望している。今まで利用日だった金曜日に関しては、用事を済ませる為に休みたいとのこと。主治医へは許可をもらっているとのことで、今までのデイケア利用日でも週に1度は欠席をしていることが多かった為、現状を振り返りつつ、週3回は確実に来所するよう促している。体調不良に関しては、現状もあると話しているが、詳細については話すことはない。
・川口　尚良　様～本日来所しているが、早朝の地震のせいで眠れなかったと話している。地震発生時は、長屋の自宅が壊れるのではないかと思い、急いで外へ出たとのこと。地震発生時には注意しつつ、休める際には休養をするよう促している。
デイナイトケア
・吉田　キクエ様～先日左足首の痛みを訴えていたが、本日訴えることは無く、歩行状態に問題は無い。
・倉橋　生子　様～昨日帰荘時、スタッフの促しにも対応せずに他者を待たせることがあり、再三の促しにて行動している。その後、他者（佐藤ミツ子様）が間違ってぶつかってしまい、謝罪をしたことを勘違いして詰め寄ることや、他者への不満や悪口を一方的に訴えることがあり、青風荘では他者と距離をとって過ごさせていたとのこと。本日来所時は、上記様子は無いが、他者やスタッフへの声掛けが目立っている。睡眠時間のことや、作業活動のことを一方的に話しており、スタッフが説明している最中でも話し続けている。他者トラブルはないが、引き続き言動に注意しながら対応していく。
・稲垣　ふき　様～昨日特定利用者（倉橋生子様）から不満を言われることがあるが、トラブルはない。その後、青風荘にて夜間部屋に戻った後、スタッフへ不満を訴えることがあったとこと。デイナイトケア来所時上記不満を訴えることはなく、相手と接触することはない。
・鈴木　真知子様～青風荘にて、「お金欲しいから役所に行きたい」と訴えていたとのこと。詳細は不明ではあるが、他者と役所職員が話している内容を聞いた様子で、スタッフから人によって状況や対応が変わっていることを説明しているとのこと。最近お金に関する発言が増えてきている為、外出要求等の行動化として現れないよう、言動に注意しながら対応していく。
・田中　一　様　～本日来所時、地震のせいで眠れなかったと話している。地震発生時から起きているとのことで、眠気を訴え静養室で休養している。休養後は「少し眠れて良くなりました」と話しており、不調を感じた際には無理せず相談するよう促している。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～来所時、本人から報告がある。昨夜から右乳首の疼痛が出現し、仕事していたが衣類の擦れや発汗により疼痛が増強したことから早退して堺皮膚科医院を受診したとのこと。癰（よう：毛嚢炎）と診断され、化膿止めを毎食後5日分処方されたとのこと。しばらくの間来るように言われたと話している。ナイトケアでは、時折右胸を押さえて疼痛を訴えることがあるが、適宜テレビ観賞やスタッフとの会話のなかで笑顔を見せている。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（関向　智　様）

実施日：H30年9月6日（木）13：30～14：00

検討内容　目標と計画の確認

	氏名
	関向　智
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S63年6月10日

	主病名
	うつ病、強迫性障害
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	積極的にデイケアに参加していき、就労への準備を進めていく。

	本人希望
	活動せず家にいることが多かった為、日中の活動を通して生活リズムを整えていき、今後の仕事を考えていきたい。

	家族希望
	仕事など、今後の生活を考えて欲しい。

	入院歴
	計0回

	通所歴
	2回目（当院デイケア）

· 今回：Ｈ29年9月19日～

	その他サービス利用
	なし

	住居：実家
	家族構成：母と2人暮し

	利用制度
	精神保健福祉手帳
	
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載



【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状と生活を安定させ、就労を目指していく。
	①生活リズムを整えつつ、活動性の向上を図る。
	①自分からプログラムに参加していき、活動性の向上を図る。
	①就労支援プログラムに自分からプログラムに参加し、活動的に過ごしていく。スタッフからプログラム等の活動を促していき、日中活動の提供を行っていく。

	
	②対人交流技能の向上を図る。
	②プログラムでの発言や、他利用者との交流を通じ、対人交流技能の向上を図る。
	②デイケアのプログラムで発言していき、対人交流技能の向上を図る。他者との交流やプログラムを通じて、他者との距離の取り方を学んでいく。スタッフは他者と適切な距離を保って活動できるように、声かけを行っていく。

	
	③就労への準備を進めていく。
	③就労支援プログラムを通じ、就労への考えや方向性を考えていく。
	③就労について自身の考えを定めていき、今後の方向性を考えていく。生活や仕事の状況を確認し、問題がある際には対処法を検討し、早期解消を図っていく。本人が希望する生活や仕事を行なえるよう、具体的な計画を話し合い、目標を立て実践していく。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状（達成率）
	今後の対応

	①自分からプログラムに参加していき、活動性の向上を図る。
	自分から就労支援プログラムに参加しており、拒否なく終了まで取り組むことができている。空き時間は、何か活動を行うことはなく、特定利用者と交流しながら過ごしている。
達成率：80%
	自分から各種プログラムに参加出来ており、大きな問題はない。利用頻度の減少と仕事の疲労感から、今後活動状況に変化が生じる可能性があるため、今後も目標計画を継続しつつ、デイケアの活動に参加しながら本人の状態に合わせて目標を変更していく。

	②プログラムでの発言や、他利用者との交流を通じ、対人交流技能の向上を図る。
	特定利用者やスタッフのみではあるが、自分から声を掛け交流することが増えてきている。ＳＳＴは、話すのが苦手とのことだが参加することができており、促しがなくとも自分から発言している。
達成率：60%
	デイケアでは、特定利用者とは積極的に交流しており、その他利用者とは声を掛けられない限り交流することは少ない。必要最低限の交流は可能ではあるが、仕事にて対人関係に関する発言があり、上手く対処出来ていない様子。今後も目標計画を継続し、来所時に対人関係面の能力向上を図れるよう関わっていく。

	③就労支援プログラムを通じ、就労への考えや方向性を考えていく。
	6月より就労継続支援B型施設「ロード」の正式利用を開始し、利用日は減少している。仕事の内容は問題ないが、対人関係について、相手の動きを気にし過ぎている様子が窺え、本人自身仕事のしづらさを感じることがあると話してる。上記について来所時に相談できている。
達成率：60%
	仕事に関して気になることは相談出来ているが、対処対応に関しては積極的に行っていない様子。仕事のしづらさを感じており、上記を解消できないと今後の施設利用や就労の方向性に変化が生じる可能性がある。今後も目標を継続し、来所時には仕事の状況を確認しつつ、問題に対しては適切に迅速に対応できるよう促し、支援していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状と生活を安定させ、就労を目指していく。
	①生活リズムを整えつつ、活動性の向上を図る。
	①自分からプログラムに参加していき、活動性の向上を図る。
	①就労支援プログラムに自分からプログラムに参加し、活動的に過ごしていく。スタッフからプログラム等の活動を促していき、日中活動の提供を行っていく。

	
	②対人交流技能の向上を図る。
	②プログラムでの発言や、他利用者との交流を通じ、対人交流技能の向上を図る。
	②デイケアのプログラムで発言していき、対人交流技能の向上を図る。他者との交流やプログラムを通じて、他者との距離の取り方を学んでいく。スタッフは他者と適切な距離を保って活動できるように、声かけを行っていく。

	
	③就労への準備を進めていく。
	③就労支援プログラムを通じ、就労への考えや方向性を考えていく。
	③就労について自身の考えを定めていき、今後の方向性を考えていく。生活や仕事の状況を確認し、問題がある際には対処法を検討し、早期解消を図っていく。本人が希望する生活や仕事を行なえるよう、具体的な計画を話し合い、目標を立て実践していく。


